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系は High throughput 化が可能であり、新規活性化因子のスクリーニングにも有用で
あることを多様な化合物等のアッセイによって示した。 




γ-globulin のみによる活性化に比し、貪食開始後 10 分で検出できるような強い活性
化をもたらす因子が含まれることを示した。その因子は、Galectin lattice を含む脂質
ラフトを形成し、受容体分子の集積をもたらし、アクチンの再構成を引き起こして
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 これらの研究成果は、国際学術誌 6 編に掲載され、国際学会などでも数多く発表
されており、国内外において高い評価を受けている。 
 平成 31 年 1 月 30 日、本学の学位規程に従い公開講演会を行い、本論文に関する
説明と質疑応答を行った。申請者の説明はきわめて明快であり、応答内容も十分満
足できるものであった。 
 以上により下記審査委員は本論文提出者（石川真実）の博士論文の審査、試験及
び学力の認定を行った結果、本論文提出者が博士（理工学）の学位を授与せられる
に充分なる資格をもつものであると認める。 
